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栗原市金成地区で飲食業「とんかつレストランてつ兵衛」を営んでいる「株式会社ニカイドウ」の代表
取締役　二階堂則由さん（下段中央）と専務取締役　千田広幸さん（上段左端）。

開店十周年を迎えたことを機に、お座敷宴会場「金太郎劇場」をオープン。劇場利用者限定メニューや
ユニークなサービスで、子どもからご年配の方まで幅広い客層から喜ばれる店づくりをしている。

（詳細は 5 ページ）

元気な事業所紹介 株式会社ニカイドウ（若柳金成商工会）

（1）第317号 発行　平成30年1月1日



と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
秋
に
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
に

お
い
て
、
私
は
県
民
の
皆
様
の
御

支
持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
県

政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
四
期
目
の
重

責
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
選
挙

期
間
中
に
お
聞
き
し
た
県
民
の
皆

様
の
声
に
応
え
る
た
め
、
県
政
の

様
々
な
課
題
に
力
強
く
、
き
め
細

か
く
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
は
、
本
県
に
お
い
て
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
や
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、
本
県
高
校
生
の
活
躍
が
私
た

ち
県
民
に
多
く
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
宮
城
大
会
で
は
宮
城

の
代
表
牛
が
「
第
２
区
」
で
堂
々

の
一
位
に
輝
き
、
日
本
全
国
へ
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
震
災
か
ら
の
復

興
が
着
実
に
進
み
、
商
用
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
や
新
ブ
ラ
ン

ド
米
「
だ
て
正
夢
」
の
プ
レ
デ

ビ
ュ
ー
な
ど
「
創
造
的
な
復
興
」

に
向
け
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が

形
と
な
っ
て
現
れ
た
年
で
し
た
。

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興

計
画
」
の
総
仕
上
げ
と
な
る
「
発

展
期
」の
最
初
の
年
に
な
り
ま
す
。

「
震
災
復
興
の
総
仕
上
げ
」、「
地

域
経
済
の
更
な
る
成
長
」、「
安
心

し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
宮
城

の
実
現
」、「
美
し
く
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
政
策
推
進
の
基
本
と

し
て
、
復
興
に
向
け
た
施
策
に
最

優
先
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

や
人
口
減
少
対
策
な
ど
地
方
創
生

の
取
組
も
併
せ
て
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

中
で
も
、「
地
域
経
済
の
更
な

る
成
長
」
で
は
、
国
内
外
か
ら
の

新
た
な
企
業
の
立
地
や
投
資
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信
技

術
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
や

人
材
育
成
へ
の
支
援
な
ど
に
よ

り
、
県
内
中
小
企
業
の
競
争
力
強

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。特
に
、

東
北
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
放

射
光
施
設
や
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
の
誘
致
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験

型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
や
東

北
各
県
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
の
強
化
な
ど
に
よ
り

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

震
災
か
ら
間
も
な
く
七
年
が
経

過
し
ま
す
。
震
災
前
の
状
態
に
戻

す
「
復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
な
い

「
創
造
的
な
復
興
」
を
さ
ら
に
進

め
、
一
人
一
人
が
輝
く
、
元
気
な

宮
城
を
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
築

き
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

佐　

藤　
　
　

浩

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健
勝

か
に
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
や
北
朝
鮮
の
核
実

験
・
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
、
我
々
、

中
小
・
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
も

危
機
管
理
の
徹
底
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
る
出
来
事
が
発
生
す
る
と
と

も
に
、
大
手
も
の
づ
く
り
企
業
に

よ
る
無
資
格
検
査
や
検
査
デ
ー
タ

改
ざ
ん
が
発
覚
す
る
等
、「
も
の

づ
く
り
日
本
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
大

き
く
傷
つ
け
る
事
件
が
発
生
し
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
会
が
重
点
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
お
い
て
は
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
地
域
で
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
商
業
施
設

が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
地
域
に

よ
っ
て
格
差
は
あ
る
も
の
の
、
ま

ち
の
再
生
に
向
け
着
実
に
歩
み
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
居
住
人
口
の

減
少
や
再
建
資
金
の
確
保
難
、失
っ

た
販
路
の
回
復
な
ど
、
新
た
な
問

題
・
課
題
が
生
じ
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
等
に
対

し
て
積
極
的
に
要
望
・
陳
情
活
動

を
展
開
し
、
全
会
員
が
復
興
で
き

る
ま
で
事
業
の
最
優
先
課
題
と
し

て
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
宮
城
県
で
は
、
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す

る
条
例
に
も
と
づ
く
各
種
支
援
策

が
打
ち
出
さ
れ
る
中
、「
み
や
ぎ

発
展
税
」
の
課
税
期
間
の
延
長
と

と
も
に
、
産
業
振
興
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

活
性
化
」
と
「
人
材
確
保
支
援
」

が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と

な
り
、
今
後
の
中
小
・
小
規
模
企

業
施
策
の
充
実
強
化
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

更
に
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の

持
続
的
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、

「
経
営
計
画
に
基
づ
く
経
営
」
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、「
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」
の
支
援
体
制
を
さ
ら

に
強
化
し
、
中
小
・
小
規
模
企
業

の
立
場
に
立
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
は
「
戌
年
」
で
す
。

戌
（
い
ぬ
）
に
は
「
収
穫
し
た

作
物
を
、
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
。」

と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
商
売
繁
盛
・
収
穫
の

年「
酉
年
」の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

や
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
行
い
、
次
の

飛
躍
に
向
け
準
備
を
す
る
年
と
も

い
え
ま
す
。
皆
様
の
商
売
に
と
っ

て
良
い
年
に
な
る
よ
う
、
今
年
も

会
員
皆
様
の
経
営
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

「
戌
年
」　

次
の
飛
躍
に
向
け
て

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

復
興
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
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支
援
の
継
続
と
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
販
路
開
拓
・
事
業
承

継
等
の
支
援
対
策
拡
充
強
化
に
つ

い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

十
一
月
十
六
日
、
第
五
十
七
回

商
工
会
全
国
大
会
が
東
京
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
本
県
の
商

工
会
長
及
び
副
会
長
等
七
十
五
名

を
含
む
全
国
各
地
の
商
工
会
関
係

者
総
勢
約
三
千
名
が
参
加
し
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
開
会
宣
言
、
国
歌

斉
唱
に
続
き
、
全
国
連
石
澤
義
文

会
長
は
開
会
挨
拶
と
し
て
「
こ
こ

十
年
間
で
事
業
継
承
問
題
に
よ
り

四
十
万
社
が
減
少
し
て
い
る
。
今

後
十
年
間
に
七
十
歳
を
超
え
る
中

小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
者
が

二
百
四
十
万
人
に
達
し
、
そ
の
約

半
数
が
後
継
者
未
定
と
言
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
約

六
五
〇
万
人
の
雇
用
と
二
十
二
兆

円
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
損
失
が
予
想
さ
れ

る
」
と
早
期
の
事
業
承
継
対
策
の

必
要
性
を
述
べ
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

安
部
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
「
人

手
不
足
と
と
も
に
後
継
者
問
題
が

大
き
な
課
題
。
収
益
性
も
将
来
性

も
あ
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が

黒
字
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
の
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
大
き

な
損
失
で
あ
る
の
で
、
皆
様
が
育

て
上
げ
た
事
業
を
次
の
世
代
へ
と

円
滑
に
引
き
渡
せ
る
よ
う
思
い

切
っ
た
措
置
を
講
ず
る
。
元
気
な

中
小
・
小
規
模
事
業
者
な
く
し
て

持
続
的
な
経
済
の
成
長
は
な
い
。」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
岡
山
金
平
大
会
副
会

長
（
岐
阜
県
連
会
長
）
が
、

一
、
地
方
経
済
に
活
力
を
与
え
る

大
型
の
経
済
対
策
の
実
施

一
、
地
方
の
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
成
長
・
発
展
の
た
め
の

支
援
の
拡
充

一
、
事
業
承
継
施
策
の
抜
本
的
強

化
を
は
じ
め
企
業
力
を
下
支

え
す
る
経
営
環
境
の
整
備

一
、「
働
き
方
改
革
」
実
現
の
た

め
の
支
援
の
強
化

一
、
共
済
等
を
活
用
し
た
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
な
ど
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
五
項
目
に
つ
い
て
意
見
表
明
を

行
い
、
大
会
決
議
と
し
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
政
党
代
表
と
し
て
自

由
民
主
党
の
竹
下
亘
総
務
会
長
、

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
、
立

憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
、
希

望
の
党
の
玉
木
雄
一
郎
代
表
よ
り

祝
辞
が
あ
り
、
大
会
は
盛
会
裏
に

終
了
し
た
。

地
元
選
出
国
会
議
員
に

要
望
書
を
提
出

商
工
会
全
国
大
会
前
日
と
な
る

十
一
月
十
五
日
、
本
会
三
役
が
衆

参
両
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
本
県

選
出
等
の
国
会
議
員
十
四
名
に
東

日
本
大
震
災
及
び
津
波
・
原
子
力

災
害
克
服
に
向
け
た
復
興
・
創
生

5つの大会決議が満場一致で承認された

西村議員に要望書を手渡す佐藤会長

「
地
方
経
済
と
企
業
活
力
の

向
上
の
た
め
」五
項
目
を
決
議

ー
第
五
十
七
回
商
工
会
全
国
大
会
ー

業種 時間額 効力発生日
鉄鋼業 872円 平成29年12月15日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 819円 平成29年12月15日

自動車小売業 840円 平成29年12月15日

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署まで、お問い合わせください。

宮城県最低賃金

７72円
（効力発生日）
平成29年10月1日

十
一
月
十
七
日
か
ら
十
九
日

の
三
日
間
、
東
京
・
池
袋
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い
て

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が

開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
全
国
か
ら
三
百
六

十
一
事
業
者
が
出
店
、
会
場
は

過
去
最
高
の
約
十
六
万
人
の
来

場
者
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

本
県
で
は
海
産
物
、
天
然
果

汁
・
菓
子
等
を
販
売
す
る
七
事

業
者
が
出
店
す
る
と
と
も
に
、

「
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ

ン
グ
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
亘
理

山
元
商
工
会
会
員
で
あ
る
「
や

ま
う
ち
農
園
」
が
「
い
ち
じ
く

の
グ
ラ
ッ
セ
」
を
出
品
、
来
場

者
へ
試
食
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｒ

販
売
を
お
こ
な
っ
た
。

ま
た
、「
お
ら
が
自
慢
の
ご

当
地
フ
ー
ド
コ
ー
ト
」
で
は
、

同
じ
く
亘
理
山
元
商
工
会
会
員

で
あ
る「
モ
リ
プ
レ
ゼ
ン
ス
㈱
」

が
「
は
ら
こ
飯
弁
当
」
を
出
品

し
、
当
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
お
い

て
全
国
二
位
と
な
る
売
上
を
上

げ
た
。

多くの来場者が宮城のブースを訪れた

「
地
方
経
済
と
企
業
活
力
の

向
上
の
た
め
」五
項
目
を
決
議

ー
第
五
十
七
回
商
工
会
全
国
大
会
ー

宮城の“イチ押し”をPR　― ニッポン全国物産展 ―
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促
活
動
等
を
行
い
な
が
ら
着
実
に

業
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
元
の
老
舗
菓
子
店
や

コ
ン
ビ
ニ
に
加
え
、
近
隣
へ
の
洋
菓

子
店
の
新
規
オ
ー
プ
ン
等
に
よ
り
、

年
々
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、新
規
顧
客
の
獲
得
を
狙
い
、

商
工
会
の
支
援
の
も
と
本
補
助
金
を

活
用
し
、
競
合
店
と
の
差
別
化
を
図

る
た
め
の
新
商
品
開
発
と
、生
産
性・

品
質
管
理
向
上
に
取
組
む
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

①
登
米
産
の
小
麦
粉
を
使
用
し
た

練
乳
焼
き
菓
子
と
和
洋
折
衷
の

焼
き
菓
子
の
二
種
類
の
新
商

品
、「
童
鼓
（
こ
こ
）」
と
「
和

実
（
な
ご
み
）」
の
開
発
。
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
お
客
様
か
ら
公
募
に

よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

②
新
商
品
開
発
に
あ
た
り
、
イ
ン

パ
ク
ト
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
優
し

い
温
か
み
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

開
発
し
ま
し
た
。

③
生
産
性
向
上
と
品
質
管
理
を
向

上
さ
せ
る
た
め
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
ー
ル
機
」を
導
入
し
ま
し
た
。

【
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果
】

①
新
商
品
の
開
発
に
よ
り
、
商
品

力
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
贈
答
用

と
し
て
セ
ッ
ト
販
売
等
も
可
能

に
な
り
、
和
菓
子
部
門
の
売
上

目
標
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

②
新
た
に
開
発
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
は
、
既
存
の
固
定
客
の

み
な
ら
ず
観
光
客
等
か
ら
も
好

評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
コ
ン
パ
ク
ト
シ
ー
ル
機
導
入
に

平
成
二
十
八
年
一
月
よ
り
開
始

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で

は
、
事
業
所
に
お
い
て
税
金
の
手

続
き
や
社
会
保
障
の
届
出
な
ど
事

業
主
本
人
だ
け
で
な
く
、
雇
用
す

る
従
業
員
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
定
め

る
「
番
号
法
」
で
は
、
安
全
管
理

体
制
の
構
築
が
強
く
義
務
付
け
ら

れ
、
厳
し
い
罰
則
等
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

安
全
管
理
体
制
の
構
築
に
は
資

料
の
保
管
方
法
や
デ
ー
タ
を
保
存

す
る
パ
ソ
コ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
、
記
録
簿
の
整
備
等
情
報
管

理
体
制
、
コ
ス
ト
や
作
業
効
率
の

面
か
ら
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に

は
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
か

ら
、
商
工
会
で
は
、
会
員
事
業
者

の
安
全
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理
を

支
援
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
管

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
い
た
し
ま
し

た
。本

シ
ス
テ
ム
は
、
法
律
の
趣
旨

に
沿
っ
て
事
業
者
が
自
社
で
取
扱

う
個
人
番
号
を
安
全
に
保
管
す
る

た
め
の
も
の
で
、
必
要
に
応
じ
商

工
会
の
入
力
・
閲
覧
・
出
力
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
お
近
く
の
商
工
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

当
社
は
東
日
本
大
震
災

後
の
平
成
二
十
三
年
六
月
、

震
災
で
廃
業
し
た
菓
子
店

の
元
従
業
員
九
名
で
株
式

会
社
菓
音
菓
子
舗
を
設
立

し
、そ
の
年
の
八
月
に
「
お

か
し
の
家
菓
音（
か
の
ん
）」

を
迫
町
佐
沼
に
開
業
。「
地

域
の
方
々
に
お
菓
子
を
通

じ
て
、
喜
び
、
幸
せ
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
」
を
経

営
理
念
に
、
地
域
密
着
経

営
を
心
掛
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

店
舗
に
は
、
若
者
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
に
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
人
気

の
洋
菓
子
「
ふ
ぅ
が
」
や

「
て
と
て
と
ぽ
て
と
」
を
は

じ
め
、
和
菓
子
、
洋
菓
子
、

パ
ン
、
餅
な
ど
多
種
多
様

な
菓
子
類
を
揃
え
て
お
り
、

定
期
的
な
Ｄ
Ｍ
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
店
内
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
の
販

よ
っ
て
生
産
性
が
大
き
く
向
上

し
、
大
量
生
産
・
大
量
注
文
へ

の
対
応
が
出
来
る
体
制
が
整
っ

た
ほ
か
、
商
品
の
品
質
管
理
の

向
上
と
安
全
性
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

こ
の
取
組
み
を
き
っ
か
け
に
、

今
後
も
地
元
食
材
を
使
う
な
ど
、

地
域
色
を
前
面
に
表
現
し
た
新
商

品
を
開
発
す
る
こ
と
で
ギ
フ
ト
商

品
の
充
実
を
図
り
、「
菓
音
ブ
ラ

ン
ド
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く

と
と
も
に
、
従
業
員
の
待
遇
改
善

に
よ
る
社
内
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
に
努
め
、
従
業
員
一
丸
と

な
っ
た
全
員
参
加
型
経
営
を
実
現

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：株式会社　菓音菓子舗
代 表 者：鈴木　広
所 在 地：〒 987-0511
　　　　　宮城県登米市迫町佐沼

字萩洗二丁目 1-15
Ｔ Ｅ Ｌ：0220-23-2552
Ｆ Ａ Ｘ：0220-23-2550

新
商
品
の
開
発
と
生
産
性
・

品
質
管
理
向
上
で
新
規
顧
客
を
獲
得

㈱
菓
音
菓
子
舗
（
登
米
中
央
商
工
会
）

経営指導員の声
本補助金を活用し、新商品・

パッケージを開発、更に設備導
入により生産性・品質管理の向
上も図られたことで、商品力の
アップにつながり、売上目標を
達成することが出来ました。

今後も経営提案や情報提供な
どを継続的に行い、事業所の発
展に貢献して参ります。

登米中央商工会  佐々木  和宏

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ⑭

今回、開発した新商品２種類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
は

万
全
で
す
か
？

︱
商
工
会「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
管
シ
ス
テ
ム
」の
ご
利
用
を
︱
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【
創
業
か
ら
現
在
ま
で
】

当
社
は
、
二
階
堂
社
長
が

以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
「
夫

婦
で
飲
食
店
を
開
業
し
た

い
」
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た

め
に
長
年
勤
め
て
い
た
電
子

系
の
会
社
を
退
社
し
、
調
理

師
専
門
学
校
、
飲
食
店
勤
務

を
経
て
、
平
成
十
九
年
二
月

に
「
と
ん
か
つ
レ
ス
ラ
ン
て

つ
兵
衛
」を
開
店
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
に
二
店
舗

目
と
な
る
金
成
イ
オ
ン
店
を

オ
ー
プ
ン
し
、
平
成
二
十
六

年
十
二
月
に
は
㈱
ニ
カ
イ
ド

ウ
と
し
て
法
人
化
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
境
の
国
道
四
号
線

沿
い
に
あ
る
当
店
の
看
板
メ

ニ
ュ
ー
は
、
上
ロ
ー
ス
か
つ

定
食
と
エ
ビ
ヒ
レ
か
つ
定
食

で
、
ご
飯
・
味
噌
汁
・
キ
ャ

ベ
ツ
が
お
か
わ
り
自
由
と
満

腹
感
を
得
ら
れ
る
お
店
で

す
。ま

た
、
農
業
や
工
事
関
係

の
方
も
気
軽
に
入
れ
る
よ
う

に
と
企
画
し
た
「
長
靴
を
履

い
て
来
店
し
た
ら
百
円
引

き
」
サ
ー
ビ
ス
や
バ
ナ
ナ
を

衣
で
揚
げ
た
デ
ザ
ー
ト
「
バ

ナ
ナ
か
つ
」
等
、
ユ
ニ
ー
ク

な
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
は
口
コ

ミ
で
も
評
判
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

【
新
事
業
取
組
み
の
き
っ
か
け
】

地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
「
と

ん
か
つ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
目

指
し
て
営
業
を
続
け
、
地
元

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
開
店

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
機
に
、「
地
元
に
盛
り
上

が
れ
る
場
所
を
作
り
た
い
」
と
考

え
、
元
々
あ
っ
た
和
室
を
舞
台
付

の
お
座
敷
宴
会
場「
金
太
郎
劇
場
」

と
し
て
改
装
し
、
十
一
月
十
四
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

金
太
郎
の
「
金
」
は
金
成
の

「
金
」、「
太
郎
」
は
「
元
気
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
、「
金
成
を
元
気
に

し
た
い
！
」
と
い
う
願
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

宴
会
場
は
幅
五
・
四
㍍
、
奥
行

き
二
・
五
㍍
の
舞
台
に
音
響
、
照

明
、
カ
ラ
オ
ケ
を
整
備
し
約
八
十

人
が
収
容
で
き
、
宴
会
や
習
い
事

の
発
表
会
、
子
供
会
行
事
等
様
々

な
催
し
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

【
商
工
会
の
活
用
】

創
業
当
時
か
ら
税
務
や
労
務
支

援
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
金

太
郎
劇
場
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
余
り
力
を
入
れ

て
こ
な
か
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
地
元
を

は
じ
め
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
等
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

関
係
者
や
近
隣
住
民
約
八
十
名

を
招
待
し
て
行
っ
た
劇
場
の
こ
け

ら
落
と
し
で
は
、
千
田
専
務
の
息

子
で
あ
る
長
谷
金
太
郎
が
所
属
す

る
大
衆
演
劇
「
劇
団
要
」
の
舞
踊

シ
ョ
ー
を
披
露
。
劇
場
に
つ
い
て

は
河
北
新
報
や
Ｋ
Ｈ
Ｂ
東
日
本
放

送
で
も
紹
介
さ
れ
、
そ
う
し
た
マ

ス
コ
ミ
の
宣
伝
効
果
も
あ
り
問
い

合
わ
せ
も
増
え
、
十
二
月
に
は
約

二
十
件
の
予
約
が
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
の
経
営
指
導
員

が
提
案
し
た
劇
場
利
用
者
限
定
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
に
も
取
り
組
み
、

劇
場
限
定「
金
太
郎
弁
当
」や「
お

子
様
ク
リ
ス
マ
ス
会
プ
ラ
ン
」
も

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

「
金
成
を
元
気
に
！
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
金
太
郎
劇
場
を
よ
り
多

く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
劇
場
を
活
用
し
た
限
定
メ

ニ
ュ
ー
や
限
定
プ
ラ
ン
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
今
後
も
よ
り

一
層
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
店
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こけら落としでの舞踊ショー

劇場型宴会場『金太郎劇場』
〜みんなの笑顔が見られるよう金成に「元気」を提供〜

株式会社　ニカイドウ　専務取締役　千田広幸氏
【とんかつレストランてつ兵衛　金成店】

住　　所：宮城県栗原市金成有壁下大沢田12－7
電話番号：0228－44－3011

【とんかつレストランてつ兵衛　イオンタウン金成店】
住　　所：宮城県栗原市金成小迫荒崎22　イオンタウン金成
電話番号：0228－42－2612

「感動を手元に残すニーズに応える取り組み」
〜ものづくりとコンテンツの架け橋を目指して〜

株式会社　湘南　代表取締役　千葉隆弘氏
住　　所：宮城県登米市中田町石森字加賀野3丁目3番地4
電話番号：0224－86－4678
Ｕ Ｒ Ｌ： http://revoir-m.com/

地元を盛り上げたいという想いを
ユニークな発想で実行する千田専務

元気な事業所紹介

地元の元気のためオープンした
「金太郎劇場」

「働き方改革」は、一億総活躍社会の実現に向けた最大のチャレンジです。単なる「人事労務」の問題では
ありません。これからの時代を生き残っていくための企業経営における最重要課題になっています。
このたび経営者の皆様に役立つ「働き方改革」戦略セミナーを開催いたしますので、是非ご参加下さい。
基調講演　「働き方改革」で激動の労働市場の変革に打ち勝つ

〈講師〉　株式会社SUSUME　代表取締役　竹居淳一　氏
〈日時〉　平成30年1月23日㈫14時〜16時15分　　〈会場〉　仙台サンプラザ　3階「クリスタル」
〈詳細・お申し込み〉　http://miyagi-projinzai.jp/をご参照ください。

お問合わせ　宮城県プロフェッショナル人材戦略拠点運営事務局　TEL：022－341－6033

「働き方改革」戦略セミナー開催のご案内
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ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
席
と
海

の
間
に
視
界
を
遮
る
も
の
が
無

く
、
海
と
一
体
感
を
得
ら
れ
る
開

放
的
な
空
間
を
演
出
。
こ
れ
ら
一

帯
を
「
シ
チ
ノ
リ
ゾ
ー
ト
」
と
名

付
け
、ヨ
ッ
ト
や
釣
り
、サ
ー
フ
ィ

ン
な
ど
を
楽
し
み
に
来
る
方
や
外

国
人
観
光
客
等
を
誘
客
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

被
災
沿
岸
部
の
震
災
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
皆
様
に
満
足
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
震
災
後
に
海
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
た
方
々
に
も
、
変
わ

ら
ず
美
し
い
静
か
な
海
と
、
地
元

を
愛
す
る
人
達
の
尽
力
で
活
気
を

取
り
戻
し
た
町
に
是
非
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

十
二
月
二
十
二
日
、
七
ヶ
浜
町

に
宿
泊
施
設
「
シ
チ
ノ
ホ
テ
ル
」

と
レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
チ
ノ
カ
フ
ェ 

＆
ピ
ザ 

」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

運
営
は
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工

会
等
が
出
資
す
る
「
㈱
七
ヶ
浜

ハ
ー
バ
ー
ス
ク
エ
ア
」
が
行
っ
て

お
り
、
宮
城
県
の
「
沿
岸
部
交
流

人
口
拡
大
モ
デ
ル
施
設
整
備
事
業

補
助
金
」
を
活
用
し
て
建
設
し
ま

し
た
。

両
施
設
は
防
潮
堤
の
海
側
に
建

て
ら
れ
て
お
り
、
ホ
テ
ル
は
全
室

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
が
楽
し
め
る

贅
沢
な
空
間
を
提
供
。
十
室
あ
る

部
屋
を
全
て
二
階
の
防
潮
堤
よ
り

高
い
位
置
に
し
、
屋
上
に
は
避
難

デ
ッ
キ
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

「
シ
チ
ノ
ホ
テ
ル
」

「
シ
チ
ノ
カ
フ
ェ
＆
ピ
ザ
」

オ
ー
プ
ン
！

	

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

屋上に避難デッキを備えた「シチノホテル」

12月13日に落成式が執り行われた

平成19年10月1日に雇用対策法第10条によって募集・採用において年齢制限を設けることが原則禁止（例
外として認められる場合もあります）となってから10年が経過しました。
この年齢制限の禁止は、個々人の能力や適性を判断して募集・採用することで、一人ひとりに均等な働く
機会が与えられるようにすることを目的としています。
募集・採用を行う際には、以下の点に留意し、適正に行ってください。

○求人票は年齢不問としながらも、年齢を理由に応募を断ったり、書類選考や面接で年齢を理由に採否を決
定する行為は法の規定に反するものです。
○形式的に求人票を年齢不問とすれば言いということではなく、応募者を年齢で判断しないことが必要です。
○本人の希望と関係なく、一定年齢以上はパートタイムにするなど、応募者の年齢を理由に雇用形態、職種
などの求人条件の変更を行なうことはできません。
○年齢にとらわれない、人物本位、能力本位の募集・採用をお願いいたします。

お問合わせは、最寄りの公共職業安定所（ハローワーク）へ

事業主のみなさんへ

その募集・採用、年齢にこだわっていませんか？

製造業の現状と課題に対する解決の方向性を明ら
かにするとともに、現場において更に利益を上げる経
営手法等を全国の先進事例を交えながら学んで頂きま
す。是非、多くの皆様のご参加をお待ちしております。
詳細は、お近くの商工会までお問い合わせください。

◆日　時　平成30年2月7日㈬
　　　　　　　13時30分～ 16時30分
◆場　所　仙台ガーデンパレス4F 「羽衣」
◆テーマ・講師

「宮城県内食品製造業の
現状課題と今後の動向
について」
中小企業診断士

高木　　順

「創造する経営力」
～モノを造ることで
未来を創る～
㈱ブレインボックスコンサルティング

代表　小林　幹彦

◁製造業者を対象に講習会を開催します！▷
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お問合わせや相談は、最寄りの商工会までご連絡ください
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次
世
代
を
担
う
全
国
の
若
手
経
営
者

三
千
人
が
沖
縄
に
集
結
！

︱
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
沖
縄
大
会
︱

ま
た
、
十
一
月
に
は
植
松
診
断

士
事
務
所
の
植
松
正
人
氏
を
講
師

に
「
女
性
」
経
営
者
等
資
質
向
上

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。「
お
客
様
か

ら
選
ば
れ
る
た
め
に
〜
自
社
の
魅

力
発
見
セ
ミ
ナ
ー
〜
」
と
題
し
、

自
社
が
考
え
て
い
る
「
強
み
（
魅

力
）」
と
顧
客
が
考
え
る
そ
れ
は

同
じ
で
は
な
い
の
で
、
な
ぜ
競
合

店
で
は
な
く
自
社
を
選
ば
れ
た
の

か
を
顧
客
に
訊
く
事
が
大
事
で
あ

る
等
、
自
社
の
魅
力
の
見
つ
け
方

に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

青
連
と
大
分
県
青
連
両
会
長
に
本

県
青
連
で
集
め
た
義
援
金
の
目
録

を
手
渡
し
、
大
会
翌
日
に
は
未
だ

被
災
の
爪
痕
が
大
き
く
残
る
福
岡

県
朝
倉
市
を
視
察
し
た
。

経
営
計
画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

県
下
五
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

︱
若
者
・
女
性
経
営
者
研
修
事
業
︱

本
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
全
国
連
か
ら
の
受
託
事
業
と
し

て
、
若
者
・
女
性
経
営
者
研
修
事

業
を
実
施
。
若
者
向
け
と
女
性
向

け
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
県
下
５
ブ

ロ
ッ
ク
を
会
場
に
「
経
営
計
画
策

定
の
必
要
性
と
策
定
方
法
」
を

テ
ー
マ
に
計
十
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

十
月
に
は
「
若
者
」
経
営
者
等

資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
㈱

日
創
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
鳥
海
卯
氏

を
講
師
に
招
き
、「
経
営
計
画
策

定
の
た
め
の
現
状
分
析
〜
進
む
べ

き
方
向
性
の
再
確
認
〜
」
と
題

し
、
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
踏
み
出

す
前
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
確
認
と

し
て
、
自
社
が
持
っ
て
い
る
強
み

や
克
服
す
べ
き
弱
点
等
を
見
つ
け

出
す
た
め
の
ワ
ー
ク
中
心
の
講
義

を
行
っ
た
。

去
る
十
一
月
二
十
一
日
〜
二
十

二
日
、
第
十
九
回
商
工
会
青
年
部

全
国
大
会
が
沖
縄
県
立
武
道
館
を

会
場
に
「
か
け
は
し
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
開
催
さ
れ
、
本
県
四
十
九

名
を
含
む
約
三
千
名
の
青
年
部
員

参
加
の
も
と
盛
大
に
実
施
さ
れ

た
。全

国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
顕

彰
等
の
授
与
式
で
は
、
本
県
が
部

員
増
強
運
動
の
「
部
員
増
加
率
」

と
「
女
性
部
員
新
規
加
入
数
」
の

二
項
目
で
全
国
三
位
を
獲
得
し
て

表
彰
さ
れ
、
ま
た
、
利
府
松
島
商

工
会
青
年
部
元
部
長
の
杉
原
崇
さ

ん
に
は
、
青
年
部
活
動
に
長
年
大

き
く
貢
献
し
た
と
し
て
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
全
国
六
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
主
張
発
表

大
会
で
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

鹿
児
島
県
姶
良
（
あ
い
ら
）
市
商

工
会
青
年
部
の
古
郡
豪
人
さ
ん
が

全
国
の
頂
点
に
輝
き
、
審
査
の
合

間
に
は
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
８
０
０
の

ボ
ー
カ
ル
・
ベ
ー
ス
奏
者
の
上
江

洌
清
作
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
大
会
後
の
交
流
会
で
は

同
氏
に
よ
る
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、

大
い
に
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

ま
た
、
全
国
大
会
期
間
中
、
九

州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
福
岡
県

自社の魅力について学ぶ女性部員

若者向けセミナーはワークを中心に行った

「かけはし」をスローガンに開催された

が
る
経
営
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

い
ず
れ
の
講
師
も
最
後
に
、
現

在
行
っ
て
い
る
事
業
が
自
社
の
将

来
な
り
た
い
姿
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
に

正
し
く
向
か
っ
て
い
る
の
か
、
短

い
ス
パ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
を
確
認
す
る
た

め
の
指
針
と
し
て
、
経
営
計
画
策

定
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

な
お
、
本
事
業
で
は
、
各
商
工

会
の
青
年
部
員
及
び
女
性
部
員
が

積
極
的
に
参
加
へ
の
声
が
け
を
行

い
、
延
べ
二
百
五
十
名
の
若
者
・

女
性
経
営
者
等
が
受
講
し
、
経
営

計
画
策
定
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

今
後
は
、
多
く
の
参
加
者
が
本

セ
ミ
ナ
ー
で
把
握
し
た
現
状
と
強

み
を
活
か
し
、
商
工
会
の
支
援
の

も
と
、
売
上
・
利
益
の
向
上
に
繋
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